
 

令和６年度通学路安全対策推進モデル地域研究事業の取組 

 

宇和島市教育委員会 

 

１ 取組の目的 

通学路の安全対策に取り組むことを目的に、児童を様々な危険から守るため、

危険箇所の洗い出しや、児童自らが危険を学び、予測できるようになる取組を

行いつつ、通学路危険箇所については、関係機関と連携して、ＰＤＣＡサイク

ルによる対策を進め、また、通学路安全対策アドバイザーの指導の下、学校に

おける交通安全教育の充実を図る。 

  

２ 宇和島市教育委員会における取組の内容 

 ⑴ 宇和島市通学路安全対策連絡協議会（兼 実践委員会）の開催 

  ア 開 催 日 第１回 令和６年 ７月 11日（木） 

第２回 令和６年 11月 29日（金） 

  イ 開催場所 宇和島市役所 会議室 

  ウ 構成団体  

宇和島市通学路安全対策連絡協議会 

    （道路管理者）四国地方整備局大洲河川国道事務所宇和島国道出張所、 

南予地方局建設部（関係課）、宇和島市建設部（関係課） 

（関係機関） 宇和島警察署、宇和島市学校安全研究委員会（学校代表） 

宇和島市教育委員会（関係課） 

愛媛県教育委員会事務局（保健体育課） 

南予教育事務所（地域教育推進課） 

通学路安全対策アドバイザー  

エ 内  容   

第１回では連絡協議会・実践委員会の設置目的及び、拠点校の取組内容

を含む全体の事業計画について共有し、事業に着手した。第２回では関係

機関から市内通学路の危険箇所における対策の現況と今後の予定につい

て情報共有を行った。また、拠点校における取組について報告した。 

 

 

 

 

 

 

 



⑵ 関係機関との合同点検 

市内各校から抽出した通学路危険箇所を関係機関へ共有し、対策を検討、

実施した。 

【危険箇所の対策・点検事例】 

ア 横断歩道の設置（番城小学校区） 

【対策前】               【対策後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 現地点検の実施（三間小学校区） 

警察署、自治会長の協力の下、平日の登校時間に併せて現地点検を行い、

今後の対策方針について検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 拠点校（天神小学校）、協力校（城南中学校）における取組の内容 

⑴ 交通安全教室の実施 

ア 実 施 日 令和６年７月９日（火） 

イ 対  象 天神小学校 全校児童 

ウ 内  容   

宇和島警察署による交通安全の講話 

（自転車の安全点検・乗り方、 

ⅮⅤⅮの視聴） 

 

 

 



⑵ アドバイザーの出前講座、児童による危険箇所調査 

  ア 実 施 日 令和６年９月９日（月） 

イ  対  象 天神小学校 ５年生児童  

※ 見守り隊（地域ボランティア）も参加 

  ウ 内  容 

(ｱ) 通学路（交通）安全、危険箇所調査のポイントに関する講話 

   (ｲ) 通学路安全マップの作成に向けた危険箇所調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 通学路安全マップの作成・発表 

  ア 実 施 日 令和６年 10月 18日（金） 

  イ  対  象 天神小学校 ５年生児童  

  ウ 内  容 

(ｱ) ９月の危険箇所調査の結果を基に、４班に分かれた通学路安全マッ

プの作成 

(ｲ) アドバイザーからの助言を受けた安全マップのブラッシュアップ 

(ｳ) 各所で展示するための解説動画の撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【完成した安全マップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ 通学路安全マップの展示 

実 施 日 令和６年 10月 27日（日） 城南中学校 - 文化祭 

令和６年 11月 24日（日） 天神小学校 - 学習発表会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 取組の成果 

天神小学校児童による通学路点検と安全マップの作成過程において、アド

バイザーや地域ボランティアにも参画いただくことで、地域実態に即した実

践的な交通安全教育を実施することができた。事業目標として掲げた「児童自

らが危険を学び、予測できるようになる取組」の趣旨を体現し、ソフト面での

効果が高い事業となった。 

通年で実施する各校通学路の安全整備についても、必要に応じて現地調査

を行いながら、道路管理者や関係機関と連携した合同点検を実施することで、



危険箇所の対策・改善を推進できた。 

 

５ 今後の課題 

拠点校の取組について、対象学年を限定し出前講座等を実施したが、全校的

な交通安全教育を推進するための取組を検討したい。危険箇所の対策（ハード

面）については、周辺環境等の問題から、対策が困難である箇所や対策に時間

を要する箇所も多く存在するため、関係者と意見交換を行いながら、継続的に

取組を実施したい。 

天神小学校や他市町のモデル地域における取組と先進事例を参考に、学校

や地域が主体的かつ持続的に学校安全の推進に取り組めるような組織体系の

構築と情報提供を続けていきたい。 


